
調査期間︓2024年1⽉16⽇〜1⽉18⽇
2024年2⽉2⽇

⼤きく波打った道路
（内灘町⻄荒屋）



⽬ 次

復旧作業状況
脱線車両移動状況

No. 対象 被害形態・原因 被害地点 ⾴

1 住宅地 宅地崩壊 ⽥上新町地区 1

2 住宅地 宅地崩壊 ⾦沢北稜⾼校 6

3 港湾 岸壁変状 ⾦沢港 無量寺埠頭 8

津幡町 4 住宅地 宅地崩壊 緑が丘地区 11

5 住宅地 液状化・流動
内灘町 宮坂・⻄荒屋・
室地区

14

6 ⼲拓地 堤防沈下 河北潟⼲拓地 29

7 住宅地 液状化・流動 かほく市 ⼤崎地区 34

加賀市 8 ため池 決壊 豊町地区 39

地域

⾦沢市

内灘町
かほく市

⽯
川
県
南
部



１．⾦沢市 ⽥上新町地区 宅地の法⾯崩壊

②③

 家屋 ①の傾斜は⼩さく⾕側
へずり落ちたような地盤変形
を呈する

①

①



⾦沢市 ⽥上新町地区 宅地と家屋の崩壊
画像3枚より合成

①②③

 家屋②・③は、⼭側に転倒して
おり、地盤の円弧状の回転変形
で⾜をすくわれたような形とな
っている

②

③



⽥上新町地区 地形
 ⼟砂の崩壊は A〜B 間で発⽣
 崩壊地下⽅から⾒た状況 ⇒

下側の斜⾯に変状は認められず B

A

C

A B
C

A

B
C

⾼低差 約10m

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

B



⽥上新町地区 造成履歴

今昔マップon the Web より引⽤、加筆

明治42年 (1909年) 測図 現在の地形図（国⼟地理院）

崩壊箇所崩壊箇所

 地形図の⽐較からでは、崩壊箇所が「盛⼟」か否か不明瞭



⽥上新町地区 造成履歴

国⼟地理院 地図・空中写真閲覧サービスより引⽤、加筆

①

②

③

崩壊箇所崩壊箇所

①

②

③

⽔⽥のよう

 崩壊箇所は「盛⼟」と想定される

1975年1962年



２．⾦沢北稜⾼校 法⾯崩壊
 校舎前の法⾯が崩壊・流出
 のり⾯勾配は約20° (1:2.5)
 北陸道の本線上への⼟砂の流出は無か

った模様
 校舎背後の地盤にも⻲裂が⽣じた

（⼯事関係者談）

北陸道

A
B

C

A
B

C ⾼低差
約20m

擁
壁



⾦沢北稜⾼校周辺の新旧地形

今昔マップon the Web より引⽤、加筆

昭和5年 (1930年) 測図 現在の地形図（国⼟地理院）

 急峻な斜⾯に造成された⾕埋め盛⼟が地震動により崩壊か

TP+60m
標⾼線

TP+60m
標⾼線

崩壊箇所崩壊箇所

⾕の⽅向 ⾕の⽅向



３．⾦沢港 無量寺埠頭（１）
 既設の[鋼⽮板岸壁]を改良耐震強化岸壁として改良
 鋼管⽮板 + 海側・陸側の地盤改良による耐震化（延⻑260m）

国⼟交通省北陸地⽅整備局 ⾦沢港湾・空港整備事務所
プレスリリース(H29.3.17)より引⽤

⽉刊「建設」22-08 p.57より引⽤

既存岸壁耐震改良事業構造図



⾦沢港 無量寺埠頭（２）

国⼟交通省北陸地⽅整備局 ⾦沢港湾・空港整備事務所
プレスリリース(H29.3.17)より引⽤・加筆

 耐震強化岸壁への改良部

耐震強化岸壁へ
改良済み

エプロンの⻲裂幅 20cm程度

耐震強化岸壁では変状無し
隣接地では液状化による変状

⾮改良部

⾮改良部



⾦沢港 無量寺埠頭（３）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

駐⾞場（路⾯）の沈下、噴砂

耐震強化岸壁隣接地の
液状化による変状



４．津幡町 緑が丘の法⾯崩壊
 宅地造成地の外縁部にて崩壊が発⽣
 隣接するため池に変状は⾒られない（近傍まで崩壊が発⽣）

ため池

ため池側から望む



津幡町緑が丘の盛⼟崩壊

 崩壊の下端では⽔が流れ出していた
 砂は崩壊した⼟砂から流出・堆積したもの

か

A
BA

B
⾼低差約15m

A
 盛⼟の崩壊は A〜B⽅向に発⽣
 崩壊したのり⾯勾配 は約20° (1:2.5)

B

A

法尻からの⽔の流出と砂質⼟の堆積

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆



津幡町 緑が丘地区の新旧地形

今昔マップon the Web より引⽤、加筆

明治42年 (1909年) 測図 現在の地形図（国⼟地理院）

崩壊箇所崩壊箇所

⾕底

変状は認められず

⾕底

 ⾕埋め盛⼟が地震動により崩壊したと考えられる
 別な⾕埋め部については変状は認められなかった

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆



５．内灘町の液状化

国⼟地理院︓⽇本の地形千景プラス、⽯川県・河北潟と内灘砂丘 に加筆

 内灘砂丘の後背部（陸地側）の市街地で液状化・流動が発⽣
 液状化・流動によって建物・道路等に⼤きな被害が発⽣

⾦沢市 粟崎

内灘町 鶴ヶ丘

かほく市 ⼤崎
内灘町 室

内灘町 ⻄荒屋

内灘町 宮坂



内灘砂丘の成因

アーバンクボタ No.31 北陸の丘陵と平野, 1992.4 より引⽤・加筆

 能登半島から福井県北部に連なる砂丘帯の⼀部
 海進のピークが過ぎた6300年前頃から砂丘が形成

され始めた
 5000年前頃までには河北潟をほとんど閉鎖するま

でに砂丘が成⻑

海進のピーク



内灘砂丘周辺の液状化危険度

⽯川県 液状化しやすさマップより引⽤、加筆

⻄荒屋地区

 内灘砂丘の内陸側縁辺部は従来から液状化危険度が⾼いとされてきた地域
である



⻄荒屋地区の地盤変状（１）
国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

① 砂丘側農地

<砂丘側> <⼲拓地側>

①

①

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

<砂丘側>

<⼲拓地側>

70cm程度の⽬開き

70cm程度の段差

階段状の段差

階段状の段差

砂丘側から⼲拓地側へ流動



⻄荒屋地区の地盤変状（２）
国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆② ⻄荒屋⼩学校

②

<砂丘側>

<⼲拓地側>

②①

<砂丘側>

<⼲拓地側>

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

70cm程度の⽬開き

階段状の地割れ・段差

砂丘側から⼲拓地側へ流動



⻄荒屋地区の地盤変状（３）
国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1
③ ⻄荒屋⼩学校前 県道8号

③ ②① ③

<砂丘側>

<⼲拓地側>

道路案内板、電柱が⼲拓地側へ傾く <砂丘側>

<⼲拓地側>

道路の盛り上がり

舗装の突き上げ

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

砂丘側から⼲拓地側へ流動



国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

⻄荒屋
⼩学校

⻄荒屋地区の地盤変状（４）

<砂丘側>

<⼲拓地側>

<砂丘側>

<⼲拓地側>

 当地区では噴砂が多く⾒られた

県道8号

<砂丘側>

<⼲拓地側>

 砂丘側から⼲拓地側へ流動による変状

道路が前後より圧縮され突き上げている



⻄荒屋地区の地形と被害
明治42年 (1909年) 測図 現在の地形図（国⼟地理院）
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明治42年 地形図

現在の地形

内
灘
砂
丘

傾斜 2.5% (1.4°)

縦横⽐ 3:1

注) 明治42年標⾼は県道位置にて概ね標⾼が⼀致
するよう、-3mオフセットした値にて表⽰

切⼟部において液状化・流動が発⽣

今昔マップon the Web より引⽤、加筆



⻄荒屋地区の旧地形

既成⽥ 旧 砂丘境界

⼟砂採取場境界

S.36 以降
S.9

埋⽴地

S.36 以降
S.9

⼟砂採取場跡の開⽥

 昭和9年に段丘の東⾯崖の砂を
トロッコで潟淵に運搬し、標⾼
0.9mになるまで埋め⽴てた

 昭和38年以降の埋め⽴て

内灘町史(1982)より引⽤、加筆



宮坂地区の地盤変状（１）

①

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

②

②

② Rビル正⾯  3階建て建築物が1m程度め
り込み沈下

 基礎形式は不明

建築物のめり込み沈下
建築物のめり込み沈下



宮坂地区の地盤変状（２）
国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

①

①

① Rビル裏側
<砂丘側>

<⼲拓地側>

• ⽔平（開⼝幅）175cm
• 鉛直（段差） 55cm

砂丘側から⼲拓地側へ流動

 Rビル構内の砂丘から⼲拓
地に向かう⽅向の残留地
盤変位

<砂丘側> <⼲拓地側>



宮坂地区の地盤変状（３）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

①②

③

③ Rビル正⾯の県道8号の変状

③

県道の⼲拓地側において突き上げが発⽣
<砂丘側><⼲拓地側> <砂丘側><⼲拓地側>

砂丘側から⼲拓地側へ流動

突き上げ発⽣



宮坂地区の地盤変状（４）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

内
灘
砂
丘

⼲
拓
地
側

① 階段状の地盤変状 ② 地盤の盛り上がり（旧道沿い）

②①

<砂丘側>

<⼲拓地側>

<砂丘側>

<⼲拓地側> <⼲拓地側>

①

②-2 ②-1

②-1 ②-2 <砂丘側>

砂丘側から⼲拓地側へ流動



宮坂地区の構造物被害（構造物の沈下・転倒）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆



室地区の地盤変状

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

<砂丘側>

<⼲拓地側>

<砂丘側>

<⼲拓地側>

① 旧道沿いの地盤の
盛り上がり

② 県道8号沿い 建造物の変状

①

②

内
灘
砂
丘

① ②

縦横⽐ 5:1

砂丘側から⼲拓地側
へ流動



 河北潟⼲拓は、1963
年度から国営河北潟⼲
拓⼟地改良事業として
開始され、1971年度
に⼲陸が完了、1986
年度に⼲拓事業が完了

 今回の地震で、⼲拓堤
防の沈下、⻄部承⽔路
の護岸崩壊、地盤の液
状化に伴う段差・⻲裂
等が発⽣

６．河北潟⼲拓地 ⼲拓堤防の沈下等

図の出典︓「⼲拓の記」（北陸農政局河北潟⼲拓建設事業所 編集・発⾏）⼲拓堤防（正⾯堤防）の断⾯図

1km

⼲拓堤防の沈下
（東部承⽔路）

⼲拓堤防の沈下
（⾦沢排⽔機場）

才⽥⼤橋取付道路
の段差

⼲拓堤防の沈下

調整池

河北潟⼲拓地平⾯図
⻄部承⽔路の護岸崩壊
（宝橋付近2箇所）

⼲拓地の平均標⾼ ︓EL.-2.1m
河北潟の平常⽔位︓EL. 0.5m

（出典︓内灘町ウエッブサイト）



 内灘町字室 宝橋の周辺
• 内灘町字室の宝橋周辺の2箇所において、

⻄部承⽔路の護岸が崩壊し、流出した⼟
砂が承⽔路へ流出

河北潟⼲拓地 ⻄部承⽔路

崩壊幅約15m

①宝橋南側の⽔路護岸崩壊

⻄部承⽔路

⻄部承⽔路

⻄部承⽔路

国⼟地理院:
電⼦国⼟WEB
より作成・加筆

②宝橋南部の⽔路護岸崩壊 崩壊幅約30m

③宝橋北側の⽔路護岸崩壊

100m

地理院地図

①
②

③

⻄部承⽔路



河北潟⼲拓地 正⾯堤防

①⼲拓堤防天端の陥没 ③堤防背後の⼲拓地
⼲拓地側

調整池

調整池側

堤防天端

国⼟地理院:
電⼦国⼟WEB
より作成・加筆100m

地理院地図

①②③

②⼲拓堤防天端

地盤の段差、噴砂

調整池

⼲拓地

 内灘町字湖⻄ ⼲拓堤防
• ⼲拓堤防に⻲裂・段差が多数⽣じ、堤防が

沈下
• 周辺地盤において⻲裂・段差、噴砂を確認



 ⾦沢市湖南町 ⾦沢排⽔機場
• ⾦沢排⽔機場において、⼲拓堤防及び⼲拓

堤防沿いの道路を横断している樋管埋設部
が最⼤1m程度抜け上がり
• ⼲拓堤防を含む周辺地盤が沈下したものと

推察

河北潟⼲拓地 ⾦沢排⽔機場

調整池
排⽔機場

樋管埋設部

50m

地理院地図

⼲拓堤防

⼲拓堤防

①②

②樋管埋設部（⼲拓堤防横断部）

①樋管埋設部（道路横断部）

⾦沢排⽔機場

国⼟地理院:電⼦国⼟WEBより作成・加筆

調整池



 才⽥⼤橋︓橋⻑ 366ｍ、1980年竣⼯
・⼲拓堤防沿いの道路に接続している才⽥⼤

橋において、取付道路の沈下によって約
1.6m段差が⽣じた

• 橋台部で橋桁が南側に移動し、⽀承から外
れた。これによって、橋台と橋桁の間に約
40㎝程度開⼝および橋桁の沈下が発⽣

河北潟⼲拓地 才⽥⼤橋

調整池

100m
地理院地図

①

⾦沢排⽔機場

②

才⽥⼤橋

②才⽥⼤橋北側橋台部の開⼝と沈下

⼲拓堤防

①才⽥⼤橋北側取付道路の沈下

国⼟地理院:
電⼦国⼟WEB
より作成・加筆

沈下

開⼝と段差



７．かほく市 ⼤崎地区の地盤変状（１）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

① ②(県道8号)

①

②

① 地盤の段差、擁壁の開⼝

擁壁の開⼝

地盤の段差

<砂丘側>

<⼲拓地側>

② 県道8号⽅向 地盤の盛り上がり

<砂丘側>

<⼲拓地側>

内
灘
砂
丘

砂丘側から⼲拓地側へ流動

⼲拓地側
へ流動



⼤崎地区の地盤変状（２）

国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

① ②
②

② 県道8号⽅向 地盤の盛り上がり

③

③

③ 県道8号より⼲拓地側の変状

⼲拓地側に約10°の下り勾配

<砂丘側>

<⼲拓地側>

内
灘
砂
丘

砂丘側から⼲拓地側へ流動

<砂丘側>

<⼲拓地側> 県道8号



⼤崎地区の地盤変状（３）
国⼟地理院︓電⼦国⼟WEBより作成・加筆

縦横⽐ 5:1

①

②

① 地盤の段差・開⼝、噴砂
<砂丘側>

<⼲拓地側>

②

①

② 建物の沈下、擁壁のせり出し
<砂丘側>

<⼲拓地側>

内
灘
砂
丘

砂丘側から⼲拓地側へ流動



⼤崎地区の地形変遷

①

①

①

①
<1930年>

現在の地形図<1968〜1969年>

<1981〜1985年>

① 地盤の段差・開⼝、噴砂 1968年以降に切⼟された地域
1930年の標⾼ 30m前後 現時点の標⾼ 6m前後（切⼟の証拠）

今昔マップ on the webより作成・加筆
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縦横⽐ 3:1

砂丘辺縁部（内灘町、⼤崎地区）の流動

 液状化により、砂丘を切⼟して造成された平均勾配が1.5°程度の緩斜⾯上
にある宅地が、下⽅（⼲拓地⽅向）へ流動

 旧潟岸付近を⾛る県道8号線付近で変位（流動）がせき⽌められ、地盤が⼤
きく盛り上がったように⾒える

県道8号

流 動

盛
り
上
が
り

段
差



8．加賀市豊地 斜⾯崩壊・ため池の決壊
 ⾯積 約500m2のため池

決壊箇所

ため池周辺地盤の崩壊と流出した⽔による地
盤の洗堀

 周辺の斜⾯がため池の⼀部とと
もに崩壊し、流出した⽔によっ
て周辺地盤が洗堀された

ため池

国⼟地理院︓電⼦国⼟
WEBより作成・加筆


